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◇ 公開シンポジウム「タバコの煙は愛する人を傷つける」の開催について
　（ご案内）
◇ 生体医工学フォーラム「スーパー特区で加速する最先端医療技術」
 　の開催について（ご案内）
◇ 日本学術会議公開講演会「環境学から切り開く日本の展望」の開催
 　について（再案内）

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

■----------------------------------------------------------------- 
　公開シンポジウム「タバコの煙は愛する人を傷つける」の開催について
　（ご案内）
------------------------------------------------------------------■

　脱タバコ社会の実現分科会では、平成２０年３月４日に要望「脱タバコ
社会の実現に向けて」を提言いたしました。このことは、その後社会に大
きな反響を呼び、世論啓発が少しずつ行われているところです。
　この度神奈川県では、受動喫煙防止条例案が知事より出され、神奈川県
民の間で大いに盛り上がっているところです。そこで本シンポジウムを神
奈川県において開催し、受動喫煙がいかに悪い影響を及ぼすか等市民公開
で議論いたします。

　◆日　　時：平成２１年３月７日（土）１４：３０～１６：３０
　◆場　　所：鶴見大学記念館ホール（ＪＲ京浜東北線　鶴見駅西口徒歩５分）
　◆プログラム：
　（１）コーディネータ
　　　　瀬戸　かん一（鶴見大学特命教授、脱タバコ社会の実現分科会副委員長）
　（２）開会挨拶
　　　　大野　竜三（愛知県がんセンター名誉総長、脱タバコ社会の実現分科会委員長）
　（３）演者・演題
　　　　１）「人はなぜ死ぬのか？」　
　　　　　唐木　英明（日本学術会議副会長、東京大学名誉教授）　
　　　　２）「タバコは最も殺人的麻薬である」
　　　　　西林　正知（能率協会常任理事）
　　　　３）「愛情卒煙のすすめ」
　　　　　瀬戸　かん一（鶴見大学特命教授、脱タバコ社会の実現分科会副委員長）
　　　　４）「受動喫煙防止条例の目指すもの」
　　　　　松沢　成文（神奈川県知事）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　※　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。
　　　　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/72-s-2-1.pdf

　【問い合わせ・申し込み先】 　
　　　　鶴見大学瀬戸教授室
　　　　　ＦＡＸ　０４５−５８２−０４５９
　　　　　メール　seto-k@tsurumi-u.ac.jp    　　
　
※本メールにおいては、機種依存文字は、ひらがなにて表記しております。　


■----------------------------------------------------------------- 
　生体医工学フォーラム「スーパー特区で加速する最先端医療技術」
　の開催について（ご案内）
------------------------------------------------------------------■

　２２世紀につながる学術研究と教育には異分野間の交流と融合によって
新しい分野を開拓することが必要である。本フォーラムは、異分野融合、
医工連携、産学官連携を推進して我が国の生体医工学のさらなる発展を図
ることを目的としている。

　◆日　　時：平成２１年３月１１日（水）１０：００～１７：００
　◆場　　所：東京大学山上会館（東京都文京区本郷７−３−１）
　◆プログラム：
  （１）開会挨拶
　　　　梶谷　文彦（川崎医療福祉大学副学長、日本学術会議連携会員）
　（２）講　演
　　　　循環器における情報型治療システム開発
　　　　砂川　賢二（九州大学医学研究院教授、日本学術会議連携会員）　
　　　　他に９講演
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　※　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。
　　　　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/72-s-2-2.pdf

　【問い合わせ先】 　
　　　　東京大学大学院医学研究科　医用生体工学講座システム生理学
　　　　電　話　０３−５８４１−３６５９
　　　　メール　bme@m.u-tokyo.ac.jp
　　　　※ 事前の申し込みは必要ありません。


■----------------------------------------------------------------- 
　日本学術会議公開講演会「環境学から切り開く日本の展望」の開催
　について（再案内）
------------------------------------------------------------------■

■趣旨
　環境学は、社会、人文、理工などの分野を横断する新しい領域として、
第２０期（平成17年10月～20年9月）の日本学術会議において誕生し、こ
の間、様々な提言や社会的活動を行ってきました。今回の講演会では、地
球環境の持続的維持に向けて、現在、日本学術会議が取り組んでいる「日
本の展望」と共通の観点から、環境学の役割と展望について闊達な議論を
行います。奮ってご参加ください。

■日時：平成21年3月19日（木）13時30分～17時
■場所：日本学術会議 講堂
■主催：日本学術会議
■プログラム（予定）※敬称略
　基調講演「環境学の役割と展望」 進士 五十八（第三部会員、環境学委員会委員長）
　講 演 １「環境科学から探る持続的地球」今中 忠行（第三部会員）
　講 演 ２「環境教育の豊かなフィールド」小澤 紀美子（連携会員）
　講 演 ３「都市の持続再生と環境学」　  石川 幹子（第三部会員）
　講 演 ４「環境リスクからみた環境学」  村田 勝敬（連携会員）
　公開討論「環境学から切り開く日本の展望」
　　コーディネーター：淡路 剛久（第一部会員）
　　討論者：池田 駿介（第三部会員）、今中 忠行（第三部会員）、
　　　　　　小澤 紀美子、栗原 和枝（第三部会員）、進士 五十八【五十音順】
■参加費：無料
■定員：300名
■申込
　１．電子メール、ファクシミリ又は葉書にて、講演会名、氏名（ふりが
　　な付き）及び連絡先（電子メ　　ールアドレス、ファクシミリ番号又
　　は電話番号）を下記担当宛てに御連絡下さい。
　２．定員に達し次第、締切とします。
　３．定員に達しない場合は、当日受付を行います。

【申込先】日本学術会議事務局企画課 日学主催公開講演会担当
　　　　　〒106-8555 東京都港区六本木7-22-34　　　　
　　　　　TEL: 03-3403-6295／FAX: 03-3403-6224／Email：sympo@scj.go.jp


********************************************************************
　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2009-02.html
********************************************************************
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  　日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
　誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
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